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無機蛍光体材料はこれまでに医療、通信、情報、家電など幅広く多くの分野で応用されており、

放射線計測の分野では、放射線を紫外、可視もしくは近赤外光へ変換する媒体として主に応用さ

れている。これら蛍光体では、入射放射線に対して即発的に発光を示すシンチレーションや遅発

的に示す蓄積蛍光と呼ばれる現象が用いられる。なかでも蓄積蛍光体は医療画像診断等に用いら

れるイメージングプレートや被ばく線量計で扱われる。個人被ばく線量に用いられる蛍光体は、

Al2O3:C および Ag 添加りん酸塩ガラスが主に挙げられる。前者は顕著な熱ルミネッセンス

（thermally-stimulated luminescence; TSL）および輝尽蛍光（optically-stimulated luminescence; OSL）

特性を示す。一方で後者はラジオフォトルミネッセンス(radio-photoluminescence; RPL)を示す事で

知られている。また、近年欧州では BeO による OSL 特性を利用した個人被ばく線量計を展開し

ている。BeO は生体等価性が非常に高く、低エネルギー放射線に対してもエネルギー依存性が低

く、より信頼性の高い被ばく線量計測が可能となり、高い注目を受けている。 

本研究では、BeO セラミックス（Thermalox 995, 

Materion）を入手し、その基礎的な発光特性および

放射線誘起発光特性の評価を行った。図 1にフォト

ルミネッセンス(PL)スペクトルを示す。280 nmで励

起した場合、およそ 400 nmおよび 520 nmを中心と

したブロードな発光が認められた。また、これらの

蛍光時定数はおよそ 20 nsおよび 180 μsであった。

同材料には意図的な遷移イオン等は付加されてい

ないため、これら発光は材料中における欠陥が原因

であると推測される。発表では、これら基礎的な発

光特性に加え、放射線誘起蛍光である TSL、OSL

およびシンチレーションについても考察を行う。 

 

 

図 1 PLスペクトル。励起波長は 280 nm。 
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